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１年の中でも最も冷え込みの厳しい２月を迎えました。体調に気を付けて，元気に過ごしてほ

しいと思います。 

５年生も残り２か月です。いよいよ６年生からのバトンを受け継ぎ，学校のリーダーとなる日

が近づいてきています。２月２６日に行う児童会行事「６年生を送る会」に向けて，実行委員の

児童が中心となり，５年生全員で準備を進めています。ポイントラリーに続く５年生の大仕事。

どのような会になるのか，とても楽しみです。ご家庭でも，励ましの言葉をかけていただけると

ありがたいです。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

   

 

 

                           

  

 

 

 

 

 

感謝の会 

 

 

 

 

 

 

お知らせとお願い 
★言葉遣いについて 

 最近，言葉づかいについての話をする機会が増えています。悪気はなくても，遊びであっても，

言葉づかいには気を付けたいものです。乱暴な言葉が相手を傷つけたり，周りで聞いている人に

不快な思いをさせてしまったりすることはよくあります。本当は優しい行動をとっていても，言

葉づかいが悪くて誤解されてしまうというようなことも考えられます。あと２か月で６年生に

なります。最上級生として，下級生の手本となるためにも，ご家庭でも言葉づかいについて話題

にしていただければありがたいです。 

 

★第４回 家庭学習強化週間について  

 今年度最後の家庭学習強化週間が予定されています。宿題は毎日欠かさず行い，提出できてい

るでしょうか？ 当たり前と思われることではありますが，日々積み重ねられることは素晴ら

しいことであり，学習内容の定着など大きな力につながります。さらに，学習の習慣が確立して

いるお子さんには，進んで自主学習に取り組み，力を伸ばしてほしいと思います。自分の苦手な

問題を解いてみたり，興味のあることを調べたりするのもよいですね。 

先日の漢字オリンピックでは，多くの児童がメダル（９０点以上）を獲得しました！！！ こ

のような素晴らしい結果を得ることができたのは，子供たちの努力と保護者の皆様の励ましが

あったからだと思います。今回も家庭学習強化週間の振り返りカードを活用し，励ましの言葉を

かけていただけると嬉しいです。 
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学校集金振替日について：２月１０日（火） 

・P 会員：６，８００円 

今月の生活目標：安全に気を付けて生活しよう 

２月の行事予定 
２日（月） 朝会 
４日（水） 一斉下校 
５日（木） 委員会活動⑬（最終） 
６日（金） 家庭学習強化週間③（～１２日） 

    授業参観・懇談会【特５】 
１０日（火） 学校集金振替日 
１１日（水） 建国記念の日 
１２日（木） クラブ活動⑫（最終） 
１６日（月） 感謝の会【B 日課】 
１７日（火） ファミリー班活動⑧  
１８日（水） 朝の読み聞かせ 
２３日（月） 天皇誕生日 
２５日（水） 小中一貫の日Ⅲ【B５】 
２６日（木） ６年生を送る会 

 

２月の学習予定 
 

国語  資料を見て考えたことを話そう 

社会  情報を生かす産業 

わたしたちの生活と森林 

算数  正多角形と円 

    角柱と円柱 

理科  もののとけ方 電流と電磁石 

音楽  ずれの音楽を楽しもう 

図工  この空間がいい感じ 

家庭科 着方の工夫で快適に 

暖かい住まい方で快適に 

体育  けがの防止 ゴール型（サッカー）    

総合  世界の国をのぞいてみよう 

道徳  天から送られた手紙 

外国語 This is my town.  

学校ホームページ 

今月で集金は終了となります。 

https://kodoira.com/wp-content/uploads/2018/11/no92_4.png


田西小こころのまど 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「くずれ落ちた段ボール」の学習では，段ボールが崩れて困っているおばあさんを助けたのに，

お店の人に自分たちがやったと誤解されてしまった小学生の気持ちを考えました。一方的に叱ら

れてもやもやする小学生。でも，戻ってきたおばあさんは小学生に一生懸命お礼を言いました。

さて，みなさんならどんな気持ちになりますか？ 

 「もう他の人が困っていても手伝わない。」「これから人を助けるの迷ってしまう。」そんな気

持ちも分かります。一方，「この前，ダンボールを拾ったとき，店員さんに怒られたな。でも，

人を助けたんだからいいか。」「あのとき，おばあさんに口でお礼を言ってもらっただけでうれし

い。」そんな風に考える子もいました。 

 子供たちには，「困っている人が目の目にいたら助けている君たちだから，ときには誤解され

て嫌な思いをすることがあっても，きっとこれからも人助けができると思うよ，」と伝えまし

た。優しい気持ちを失わずに成長していってほしいです。 


